
「朝陽」ノ/号 (ジど′年)P

盛
会
だ
っ
た
初
会
合

宮
城
朝
陽
同
窓
会
発
足

夏
在
私
は
戸
Ｓ
組
悩
台
支
店
に
■
獲

し
て
い
ま
す
が
、
■
然
十
曇
率
■
の
成

田
先
詐
に
お
目
に
か
か
り
、
細
台
で

も

一［
陽
同
鷲
会
か
一直
こ
・っ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
月
十
五
日
と

い
う
薔
取
り
を
決
め
て
、
二
十
日
の
こ

上
先
輩

（奏
東
北
入
勁
手
）
と
準
籠
オ
一

進
め
て
い
た
と
こ
ろ
十
二
日
の
東
北
大

科
字
計
副
研
究
所
助
■
一孜
小
島
先
寺
に

お
会
い
し
、
既
に
朝
陽
の
東
北
支
部
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
早

速
先
輩
に
お
願
い
し
て
、
会
を
開

く

と
に
し
た
次
第
で
す
。

五
月
十
二
日
に
富
荻
朝
陽
同

開
き
盛
大
裡
に
滞
り
な
く
絡
了
し
、

互
い
の
懇
現
を
決
め
大
変
楽
し
く

義
な
築
い
で
し
た
。
出
市
者
は
小

小
松
両
先
生
を
お
迎
え
し
、

人
に
及
び
■
気
ぁ
い
あ
い
の
う

珍
静
奇
議
な
Ｌ
飛
び
出
し
Ｌ

一多
る
の
も
だ
れ
る
よ

っ̈
な
初
夏
の

一

で
し
た
。
な
お
、
名
笹
、
写
真

（

の
た
め
ピ
ン
ボ
ケ
に
て
、

す
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
参
会
者

の
通
り
で
す
。
旧
師
小
野
■
四
が
、

松
茂
人
３
回
島
内
武
文

（
会
長
）

小
出
映

二
、

邸
７
回
今
手

な
″夫
、
兄

出
修
、
成
田
又
彼
１２
回
小

島
藤
、
本
間
Ｉ
続
１５
回
出
自
格
１８
回
吉

田
孝
二
２０
回
江
上
芳
郎
、
菊
池
章
、
議

２
回
田
上
三
雄
、
新

４
回
岩
井
鉄
也
、

四
位
誠
光
　
看
５
回
日
幕
真
　
看
９
回

一言
木
率
規
、
鶴
谷
暢
男
　
新
「
回
小
網

一
裕
。

な
お
、
児
島
亮
弱
氏

（
困
年
に
て
中

退
の
た
め
名
簿
″
当
“載
な
し
）
よ
り
名

簿
に
登
業
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で

会
Ｊ
と
し
て
お
認
め
頌
い
ま
す
。

（宮
城
朝
陽
会
の
名
簿
は
本
部
に
保
管

シ

し
て
あ
り
ま
す
）
（
四
位
該
光
――
新
四
鳳
）


